
（様式第４号） 第１３回丸子地域協議会 会議概要

１ 審議会名 丸子地域協議会

２ 日 時 平成 30年 3月 20 日（火） 午後 2時 30分から午後 5時 30分まで

３ 会 場 丸子地域自治センター 4 階 講堂

４ 出 席 者 久保田和英会長、工藤裕子副会長、大神文子委員、小澤厚委員、掛川忠康委員

後藤有希委員、齋藤明委員、澤山定夫委員、田村裕子委員、永井静江委員

堀内百合子委員、牧内由貴委員、横山佳栄委員、依田勝夫委員、綿谷憲一委員

【欠席委員 5名】

５ 市側出席者 谷仲丸子地域自治センター長、石井丸子地域自治センター次長兼地域振興課長

久保田丸子地域教育事務所長兼丸子地域振興課政策幹

鈴木産業観光課長、竹花建設課長、藤極丸子・武石上下水道課長、手塚丸子消防署長

石井市民サービス課課長補佐兼生活環境担当係長

(事務局)柳沢地域振興課課長補佐兼地域政策係長、竹花主査、緑川主査

(その他)長谷川地域おこし協力隊員

【欠席者 1名】

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 2人 ・ 記者 2人

８ 会議概要作成年月日 平成 30年 4月 11 日

1 開 会（石井センター次長）

2 会長あいさつ

3  平成 30 年度わがまち魅力アップ応援事業（第 1回募集分）選考審査

（1）事務局から受付状況の報告

・事務局より、審査にかかるスケジュール、審査方法、申請事業の概要等について説明。

＊内容省略

（2）応募団体による事業説明（4 団体） ※プレゼンテーション 10分間及び質疑応答 5分程度

＊内容省略

（3）新規応募分選考審査（非公開） ※傍聴及び報道関係者は一時退室

4  協議事項

(1)上田市スポーツ施設整備計画に係る意見書（案）について

・意見書（案）の内容で市へ提出することとなった。

(2)上田市丸子地域自治センター耐震化工事基本計画（案）に関する協議結果報告書（案）について

・丸子地域自治センター耐震化工事に係る基本計画（案）について各項目ごと説明。

・今後は市長への事務引継ぎ、市政経営会議などで説明、市としての考えを諮りながら、取り組み方

を決め、事業を進める予定。業務継続計画は、建築課と具体的な耐震化工事の打ち合わせを行い、

庁内連携ワーキング会議で詰め、項目に対する決定事項については随時地域協議会にご報告をさせ

ていただく。

以下質問

（委員）予算が付かないこともあるのか。

（行政）「緊急防災・減災事業債」を財源に実施するが、使途は耐震化に係る工事のみとなります。それ

以外の工事については一般財源等別の予算で行う必要があり、今後関係部局との協議となりま

す。

（委員）基金の取り崩しとならないよう、一般財源で実施するようにしていただきたい。

・報告書（案）の内容で市へ提出することとなった。

(3)第 7 期丸子地域協議会への申し送り事項について

・事前に各分科会から提出された申し送り事項を基に来期地域協議会への申し送り事項を作成した旨



説明。

以下質問

（会長）分科会名が「産業の活性化とまちづくりに関する分科会」となると担当課は産業観光課から地

域振興課に替わるのか。

（センター長）どこの課ということではなく庁内の横断的にやっていく必要があるかと思います。場合

によっては両課が出て対応にあたることも必要だと考えております。

・資料 3 の内容で来期へ申し送ることとなった。

5 報告事項

(1) 分科会及び研究会での検討状況について

(ア)新しい観光に関する分科会

・2 月 22 日の「第 2 回丸子地域まちづくりに関する交流会」について検討し、開催した。

・情報発信する場合の財源が課題としてあり、「わがまち魅力アップ応援事業」も含めて今後検討。

・若手の参加者が多く新しい視点からの意見が多かった、あと短期的な効果と長期的な視点を見据

えた効果を並行して発信していく必要があるが、性急に結果を求めていかない方が良い。

・商業関係のようにターゲットを地域内にしている業種と観光や一部工業関係など地域外にターゲ

ットを設けている業種があって方向性がずれていくということが考えられるが、地域の宝を発信

していきたい。

・丸子温泉郷には日中過ごす場所や施設が不足しており、ボードゲームに着目、近日鹿教湯温泉で

ボードゲームの大会をやる事が決まっており、ＳＮＳなどを中心に情報発信。

・今期活動の総括「丸子地域まちづくりに関する交流会」を２回開催。来期への引継事項として、

名称の変更、異業種交流会の継続開催、丸子温泉郷の活性化、マルコ・ヴィンヤードを活かした

取組

(イ)丸子地域の子育て支援に関する分科会

・今期のメインの活動内容は資料の 5 つ。

・今期やってみて子ども食堂、病児保育は視察に行った後、民間で行う予定があるとの情報を得て

いる。また、子育てサロン開催日が週 3 日から 5 日に増えるなど取組に対し、一定の進展があっ

た。

・申し送り事項として、情報弱者をつくらない、子育てに限らない活動に取り組みたい。

(ウ) 公共交通に関する分科会

・自治センターだより連載の「まりんこ号で行ってみよう」について、丸子のいろんな地域を紹介

することも大事なので今後も継続。

・今期まりんこ号をダイヤ等改善したが、利用者は減少傾向にあり大きな問題。

・来期に向けては、丸子地域の公共交通のあり方検討、ルートの検討、まりんこ号の車体の更新検

討、高齢者の免許証返納者の状況を把握し公共交通がどうあったら良いか研究・検討。

・その他の意見として、まりんこ号を大屋駅まで延ばせないか、タクシーに補助券を出す・デマン

ド方式や乗り合いタクシーなど方法があるので色んな地域から資料を取り寄せ研究していきた

い。

6 その他

（1）次回以降の協議会日程について（第７期丸子地域協議会）

合同委嘱式 4月 23 日（月） 午後 1時 30 分 上田創造館

第 1回丸子地域協議会 同日 午後 3時 30 分 丸子地域自治センター 4階講堂

（2）第 6 期丸子地域協議会の感想、来期への要望について

・委員一人一人が今期感想、来期への要望を述べた。

7 平成 30 年度わがまち魅力アップ応援事業選考審査発表（第 1回募集分 4件・継続応募分 16 件）

（非公開）※傍聴及び報道関係者は退室

8 閉 会

※分科会、研究会の開催なし


